
点数　各項目20点満点
No タイトル 投稿者 評価者 怖さ 鋭さ 新しさ ユーモアさ 意外さ 合計 書評
148 流転 あきら 一般審査員A 18 14 18 15 18 83 なんだかノスタルジックな話であり、怖さもある話でしたね。最初はホトケサ

マと言われる人の念みたいなものを鎮めるために祖父がお参りしていたけど、
その存在が本当の意味で神仏に至る過程を描いたのは新鮮でした。その一方で
筆者が目撃した異形の姿は恐ろしく、トラウマになるかもしれない姿をしてい
たため怖い側面もしっかりと描いていたのが良かったと思います。登場人物が
少ないのに、ここまで話がまとまっているのはよかったです。

148 流転 あきら 一般審査員B 13 15 15 14 15 72 面白くてとてもいい話でした。この話では人が作り出した異形のホトケサマで
したが、現実にも人が生み出した様々なものがあるし、それを責任を持って最
後まで管理するのは、やっぱり生み出した側の責務だと思いました。

148 流転 あきら 一般審査員C 17 17 17 15 18 84 人が居て、人の数だけ想いがあって初めて役割を得て、そして自己が形成され
てゆく。やがて時が経ち人々の記憶から完全に消えてしまった時にそこに残さ
れてしまったモノ。話を読み進める事に情景がセピア調に浮かびました。祖父
と異形と化した者の関係性が良かったです。丁寧で明瞭な文章で静かに読み終
えることが出来ました。異形の者の描写の細かさには怖さと鋭さもあり、また
祖父の突飛な行動にも伏線回収されスッキリと読後の爽快感もありました。

148 流転 あきら 一般審査員D 16 17 18 16 17 84 初めは不気味な異形の話かと思っていましたが、少々違う展開で面白いお話で
した。人の念が「何か」に意思を持たせて障りが起こるという話はよく聞きま
すが、この話に登場する「何か」はホトケサマとしての慈悲の念のようなもの
を持ち、毎年詣でてくれる祖父に対して労うような言葉を発しているのが興味
深いです。「おじいさんの古時計」のような、少し切ない話でした。一行目の
インパクトが強く、どんどん世界観にのめりこんでしまいました。

148 流転 あきら 一般審査員E 15 18 20 15 20 88 冒頭の「私は、ホトケサマを見たことがある。」からこのようなお話が展開さ
れるとは意外さ新しさを高く付けました。人間の利益の為に作られた『空っぽ
の薬師堂』に産まれたホトケサマ。それを一年一度お参りに行く祖父の優しさ
と一年に一度のお参りを待っているホトケサマの淋しさが読み取れて、最後ま
で読んで感動して涙がすーっと流れました。感動の怪談話でした。

148 流転 あきら 一般審査員F 15 15 17 15 14 76 このお話は、怖さは怖さで勿論ありますが、どこか切なくも悲しくもあり、だ
けど、心暖まる素敵なお話でした。人の想い、念、は、無から有を生み出す力
があるのだと思う。よく、本来、心霊スポットでも何でもない場所なのに、あ
たかもそこが心霊スポットであるかのように振る舞ったり、噂したりすると、
実際にそこが心霊スポットになってしまう、という話を聞く。人の念、祈りに
は想像を超えるパワーが実際にあると私も思う。おじいちゃんは、ホトケサマ
に対して、単なる義務的な儀式で怒りを鎮めるのではなく、幼い頃には一緒に
遊んだこともある異形の友達という思いで山に訪れていたのでしょうね。ホト
ケサマの方も、寂しいながらもおじいちゃんの立場をきっと理解し、長い間ホ
トケサマという存在を保ち、おじいちゃんと共に朽ちていったのだと思う。
ハートフルな怪談でした。

148 流転 あきら 一般審査員G 20 20 18 10 20 88 凄いお話しですね…震える様な怖い話しでは無いものの、怪談としての完成度
が高いなぁと感じたのでそこも踏まえて怖さ、鋭さに満点を付けています。ま
たお話しの内容には時代を感じさせる描写、そこの土地の雰囲気がすごく伝わ
る表現も多くとても面白く完読する事が出来ました。何よりびっくりしたのは
悪霊化したナニカなのかと読み進めていたのですが、最後は神に近いモノに
なっていったのか？と思わせる様な暖かいお話しでの着地…きっとお爺さんの
お陰なんだろうなぁと思い、胸が熱くなりました。怪談ですが色々と考えさせ
られ、なんかとても良いお話しだなぁと…。1冊の物語りを読んだ気持ちにな
りました。

148 流転 あきら 一般審査員H 18 15 10 20 15 78 圧倒的満足感。読了後の満足感がハンパないです。自慢の祖父のいつもと違う
雰囲気に違和感を覚えつつ、始まる昔話。場面転換の度に意表をつかれ、投稿
者さんの構成力に圧倒されました。舞台装置も最高でした。空っぽの薬師堂と
いう素人でも危うさを感じる設定が出てきた時は震えました。終始わかりやす
い文脈なので行間を読む余裕ができ、深い味わいを楽しめました。鋭利で派手
な恐怖ではありませんが、ぬるま湯の心地いいような虚無感のような不思議な
恐怖を感じました。投稿者さんの文才もこわいです。素晴らしい怪談に出会え
て嬉しいです。

148 流転 あきら 一般審査員I 13 12 12 12 11 60 長かった。ホトケサマに遭遇するまで長いし話が頭に残らなかったです。最後
は少し切なかったです。お爺さんの代で朽ちてくれて良かったなと思いまし
た。これ続いていたらどうなっていたのしょうね。少し気になります。

148 流転 あきら 一般審査員J 15 15 15 14 13 72 主人公の祖父で途絶えた習慣が続いていたことで、後味が良い感じで終わった
から良かったが、本当にそうなったのかという不安がついていたところに強さ
があった。また、なぜ、途絶えることができたのかも主人公の祖父がなんとか
してくれたということでよかった。

合計 160 158 160 146 161 785

No タイトル 投稿者 評価者 怖さ 鋭さ 新しさ ユーモアさ 意外さ 合計 書評
149 旧校舎のこっくりばん 阿修拉麺 一般審査員A 10 12 11 14 10 57 登場人物が黄金時代の西武の選手なのは気のせいかな(笑)。幽霊とかが直接出

てこないため、そこまで怖くはないな。ただ、人間の黒い影は見えました。自
分の好きな生徒を他に取られないようにするためにこっくりばんにお願いをし
たのならば相当やばい主人公だなって思いました。

149 旧校舎のこっくりばん 阿修拉麺 一般審査員B 16 15 15 12 16 74 なんか最後に気持ち悪い話になりましたね。七不思議系の怖い話かと思いき
や、キモ系の人怖になっていったのはちょっと意外でした。すぐにでも、映像
化できそうな内容で面白かったです。

149 旧校舎のこっくりばん 阿修拉麺 一般審査員C 20 20 20 20 20 100 何ともまぁ虫唾が走る悍ましいエンディングに吐き気がしました（褒め）お化
けよりもそれらを狡猾に利用する人間の欲たるや！次を読みたい次を読みたい
という読み手を導く文章力、構成に感服^_^一本の邦画ホラー鑑賞後の満足感
でした。貴方の作品をもっと読んでみたいそう思わせた怪作。思惑が絡み合う
怖さのブレンドと後半へ畳み掛ける展開の鋭さ新しさ、そして見事で意外な結
末とどれもがバランスよく高得点です。えっ？ユーモア？を一つ挙げるとした
らタイトルにあるこっくりさんを一文字もじったこっくりばんですね。実にシ
ンプルかつユーモアたっぷり

149 旧校舎のこっくりばん 阿修拉麺 一般審査員D 19 18 18 20 19 94 後半気持ちが悪すぎて鳥肌が止まりませんでした。人怖のようなオカルトのよ
うな…気持ちがぐちゃぐちゃになりました。「こっくりばん」というタイトル
からどんな話だ？と興味を唆られ、至ってシンプルなルールで中学生なら試し
てみたくなるだろうなと思いながら読んでいました。途中までは実際にこうい
うことが起きているのでは？と思いつつ、先生の態度に違和感を感じながら読
み進めていった結果見事に全ての伏線を回収してくれてとても読み応えがある
作品でした。

149 旧校舎のこっくりばん 阿修拉麺 一般審査員E 15 18 18 15 20 86 この結末には驚いたし、人間の嫌な所が見える厭怪談！「私は何もしていませ
ん。」なんて言っているけど、こっくりさんを自分の私欲の為に使ったら因果
応報で何かしら返って欲しいと思ってしまいました。こんなに腹が立つなん
て、作者にまんまと乗せられているのでしょうね。

149 旧校舎のこっくりばん 阿修拉麺 一般審査員F 15 13 14 13 14 69 最初に、このお話に出てくる登場人物達の名前が往年の西武ライオンズで活躍
した選手達の名前が使われているとわかった時点でユーモアと捉えればそうな
のかもしれませんが、気になってお話が入って来辛かったです(苦笑)。まあ、
それはさておき、お話の方ですが、こっくりばんというこっくりさんの派生
バージョンの降霊術の怪異の話かと思いきや、本当に怖いところは、そのこっ
くりばんそのものよりも、それを利用して生徒達を思い通りにコントロールし
ようとした〝私〟、モーリー先生こと、森先生でしたね。ヒトコワ的な怖さが
最後のところで一気に上がりました。そういった意味では意外性も感じられま
すが、厭な部類の怪談になりますね。単なるこっくりさんではなく、黒板を使
うこっくりばんというところに新しさも感じました。森先生のような先生が実
際にいない事を願いたいです。

149 旧校舎のこっくりばん 阿修拉麺 一般審査員G 15 15 15 10 20 75 うわぁー、胸糞な話し！！！でもここは一旦落ち着いて冷静に評価をしようと
思い、意外性は満点を付けました。本当にまさかの着々だったので。初めは
まぁよくある話しでそのまま終わるんだろうと思ってましたが、まさかの先
生！お前が1番悪いんかい⁈しかもちゃっかり幸せなってるんかい！みたい
な。本当ビックリしましたけど、話し的には面白いなぁと。お話しも時期が
色々と変わったり、話の展開も変わるのですが、その辺の描写も上手いのでと
ても読みやすかったと思います。しかし胸糞！

149 旧校舎のこっくりばん 阿修拉麺 一般審査員H 15 15 10 15 15 70 なんだよ。ただの自慢かよ！！からの急降下に背筋が震えました。だからか、
だから、女子生徒の容姿に関する描写にしつこさがあったのか。薄い膜のよう
なフラグが何枚も重なり最後には前が見えないほど真っ黒になったエンディン
グに息が詰まりました。長編怪談なのに短編怪談のスピード感を浴びて再読し
ました。こっぺぱんのような可愛い響きに騙されました。こっくりさんの黒板
版と軽く考えてました。キモチワルイ。それを凝縮させた内容に拍手です。

149 旧校舎のこっくりばん 阿修拉麺 一般審査員I 12 11 11 10 11 55 人怖なのでしょうが怖いというより最後は気持ち悪かったです。ただのロリコ
ンだったのですよね。元々、幽霊はいたのでしょうが、幽霊に協力してもらう
とは。。。いやでもラストは本当に気持ち悪かったです

149 旧校舎のこっくりばん 阿修拉麺 一般審査員J 16 16 18 15 15 80 こっくりばんという初めて聞いた話である中で、人の恋愛に対する怖さが際
立った話でした。
こっくりばんの話というユーモアさを交えていた中で、読み手を引き込む話で
とても良かった。

合計 153 153 150 144 160 760

No タイトル 投稿者 評価者 怖さ 鋭さ 新しさ ユーモアさ 意外さ 合計 書評
152 絶望（悪夢） 落合ちゃん 一般審査員A 20 14 15 16 15 80 事務のキチダさんに笑ってしまいました。凶悪な犯罪をした犯人の弁護士を務

めていたが、手のひらを返し極刑になったことからすべてが始まった。あの事
件にかかわった人のところに亡くなった人が現れて、ビデオに映っていた通り
に人を殺めていたと思うと怖いなって思いました。弁護士という立場ならなど
んなに凶悪なことをやった人でも無罪にさせないといけないけど、いろいろな
手段を使ってその凶悪犯と仲良くなるのがちょっとリアルだなって思いまし
た。

152 絶望（悪夢） 落合ちゃん 一般審査員B 13 13 15 13 13 67 弁護士絡みで死刑囚からの恨みの話はあまり聞いたことのない話ですね。でも
話では実際に人が亡くなっていて、自殺までは分かりますが実際に同じ手口で
殺害されるのは、おかしいので、本当はこの弁護士が取り憑かれてやったかは
わかりませんが自分でビデオを撮影して殺害たり、娘を手にかけてしまったん
ではないでしょうかね。父親だったら簡単に娘を連れ出せますからね。

152 絶望（悪夢） 落合ちゃん 一般審査員C 15 15 15 14 14 73 仕事とは言え弁護士さんは大変ですね。どんな人でも依頼されたら弁護をしな
いとならない。だが災いが起こり人生観も変わる。実際に法廷で証拠となる映
像は流す事もある様で、想像するだけで目を覆いたくなりますね。やってはい
けない行為を平然とやってのける人はもう人の皮を被った悪魔です。決して人
間の世界と共存は考えられないと断言します。怖さよりと共にスカッと因果応
報の爽快感も感じました。読み進める内に痛い目にあってほしいという願望が
少なからず、湧いてきました。ストーリーはシンプルなので新しい展開がもう
一つ欲しかったです。

152 絶望（悪夢） 落合ちゃん 一般審査員D 14 12 16 17 17 76 前半と後半でテンポが変わっている感じがして、後半少々読みづらく感じまし
た。改行・句読点の癖が私には合わなかったので内容がなかなか頭に入ってき
ません。初めにVHSを見る時に「カメラを向け」ていないのに少女の最期の顔
が急に映ったのでしょうか…弁護士と残忍な殺人犯とのやり取りから始まり、
死刑廃止に向けた駆け引き、そして裏切り。展開としてはとても面白いのです
が、スピード感が感じられず最後の「絶望」も際立っていないのがとても勿体
ないと思いました。

152 絶望（悪夢） 落合ちゃん 一般審査員E 15 15 18 15 10 73 猟奇的な殺人犯の弁護からどういう話になっていくのか興味深く読み進めまし
た。この話から怪談に持って行く展開が良かったです。途中で娘が出てきた所
で、なんとなく最後が読めてしまったのが残念です。もうひと捻り欲しかった
です。

152 絶望（悪夢） 落合ちゃん 一般審査員F 18 15 16 13 15 77 何とも後味の悪いお話でした。殺人犯の弁護というのは実際大変なのだろうと
は思うし、弁護士は立派な仕事だと思うけれど、絶対にやりたくないし、私に
は出来ない仕事だ。俗に、サイコパスと言われる人物の犯行は、単にヒトコ
ワ、と言えるような感覚を容易に越えてくる。この話に出てくる殺人犯の狂気
を窺わせる犯行も然ることながら、死しても尚、自分の犯してきた罪を棚に上
げて、弁護で裏切られた事に対する恨みを持ち、今、落合氏の娘に手をかけん
とする映像を見せられる落合氏の心情を想像すると、これ程の恐怖はないだろ
う。厭な部類の怖さではありますが。そんな中でユーモアというか、ちょっと
ホッとさせられたのは、落合氏の事務所の部下の名前でしたね(笑)。

152 絶望（悪夢） 落合ちゃん 一般審査員G 18 18 15 10 16 77 人怖も相まって、気持ちの悪い“怪談”と言うよりも何かの“小説”を読んでいる様
な、そんな感じのお話しでした。普通の怪談と違い後味も悪く（良い意味で）
辛くもなりました。また容疑者の死んでもなお祟る感じとか、また文章の生々
しさから今まであまり味わった事の無いような怖さも感じられ、全体的に高得
点のお話しだったと思います。しかし何故こんなモンスターが生まれてしまう
んでしょうね…被害に遭われた方を思うと本当にやり切れません。また弁護士
さんのお仕事の大変さも凄く伝わってきて、リークする件の所ではドキドキし
ながら読み進めている自分がいました。又文章構成も良かったので、読み応え
があるお話しだったと思います。

152 絶望（悪夢） 落合ちゃん 一般審査員H 15 20 10 15 15 75 おもしろい。おもしろい。シリアルキラーを軸に多くの人が翻弄されていく内
容に一気に読み進めました。前半の展開は引き込み方が自分好みの構成でし
た。ゴースト（幻影）に追いかけられているような、読者の脳にも焼きつくよ
うな文脈に引き込まれました。気になっていた「どんな手紙のやり取りをして
いたんだろう？」な部分も後半でちゃんと消化してもらえ、終始読んでいて気
持ちが良かったのですが、完成度の高い内容、あまりにも美しい終わり方に、
もっと意表をついて欲しかったかも…と欲張りな気持ちになりました。

152 絶望（悪夢） 落合ちゃん 一般審査員I 15 13 13 11 12 64 残虐な犯人を生かしておいてはダメだという思いで動いたのに、死んでも残酷
に人を殺していくとは救われないお話でした。無期懲役でもいずれは出所する
可能性もあるし何が正解なのか。。。落合弁護士だけ本人に危害が加わる訳では
なく娘さんに。。。もう犯人が逮捕されることはないので苦しむしかないという
後味が悪すぎです

152 絶望（悪夢） 落合ちゃん 一般審査員J 15 15 18 15 15 78 犯罪加害者の怨みの強さがよく分かり、その怨みが主人公の周りに回ってきて
いるとよくわかった怖さがあった。
主人公自身にもどのような怨みがくるのかが気にならせてしまう、後味の悪い
話となって非常に気持ち悪い話でもあり、新しい話であった。

合計 158 150 151 139 142 740

No タイトル 投稿者 評価者 怖さ 鋭さ 新しさ ユーモアさ 意外さ 合計 書評
154 行き先は地獄。 超常現象好きの

ウィンチェス
ター

一般審査員A 16 15 14 15 16 76 友人が修学旅行で手鏡を拾ったのがすべての始まりで友人が所持していた手鏡
を主人公が回収してから体調に異変が起こり、最後は住職が出てくるのは王道
な展開だなって思いました。住職が何とかして終わりではなく、その住職もま
た亡くなってしまうのが後味が悪く、この手鏡が本当にやばい代物だと暗示し
ており、落ちているものを拾ってはいけませんという教訓じみた話でしたね。

154 行き先は地獄。 超常現象好きの
ウィンチェス
ター

一般審査員B 15 15 13 12 13 68 創作か実話かはわかりませんが本当に会ったことのように、しっかりとした話
でした。心霊に詳しい方の作った話なのがよくわかりました。点数的にはあま
りついてませんが、項目に良作みたいな欄があるとしたらそこに18点付けた
かったです。採点項目にない部分が良かったです。

154 行き先は地獄。 超常現象好きの
ウィンチェス
ター

一般審査員C 16 16 15 15 17 79 まるでその鏡は地獄への扉のようで…タイトルが鏡ではなく読み終えて改めて
ハッとさせられるタイトル…行き先は地獄。そして舞台は沖縄の防空壕、例え
小さな石一つでも持ち帰ってはいけないと言われています。そこで非業の死を
遂げた人が大勢いる訳なので意図せずとも繋がりが出来てしまう。ましてや鏡
ですか、これはもう悪い結末しか目に浮かばないですね。文章としてはスト
レートで読み易く、途中出てくる文字化けのような読めない文字は個人の解釈
によってどうとでも読めるのでより読み手の想像を拡げる役目を担っておりセ
ンスを感じました。

154 行き先は地獄。 超常現象好きの
ウィンチェス
ター

一般審査員D 18 17 16 17 16 84 修学旅行でちょっと浮かれていただけなのにこんな結末になるなんて…あまり
に理不尽。沖縄という土地柄、悲しい記憶が残っていてもおかしくない、とい
う思いから実際にこういうことが起きてしまうのではないか、とぞくぞくしな
がら読ませていただきました。ただの不登校と思わず、母親は何か感じていた
のかがとても気になります。ただの不登校と思っていたら謎の手鏡を持ってパ
ニックになっている息子を見たら取り乱しそうなのに、冷静に対応できている
のが逆に少し怖かったです。伝わりやすい文章でとても読みやすかったです。

154 行き先は地獄。 超常現象好きの
ウィンチェス
ター

一般審査員E 18 15 15 10 15 73 地獄に繋がる手鏡が題材の話は面白いと思いました。手鏡を引き取ってくれた
住職まで命を取られてしまったのには驚きました。あんなに壊れてしまった手
鏡で、しかも住職という職についている人でも魅入られてしまうくらいの、効
力が有るなんて物凄い恨みや念がこもっているのだなと思いました。手鏡の行
方が分からない最後はゾッとしました。

154 行き先は地獄。 超常現象好きの
ウィンチェス
ター

一般審査員F 13 12 13 12 13 63 沖縄…。私は行った事がないので、一度は行ってみたい土地ではありますが、
沖縄には不思議なお話が数多くありますね。悲しい歴史がある地だから、自然
と心霊体験や不思議な体験談も集まるのでしょうね。修学旅行で友人が拾った
謎の手鏡。鏡は異世界へ通じる入り口、というような話もあるので、怪談話に
はよく出てくるアイテムですが、友人は鏡を通じてあの世の地獄へ連れて行か
れてしまったのでしょうか…。お祖母ちゃんの家のお墓のあるお寺の住職さん
も手鏡を預かった事で結果的に地獄へ引きずり込まれたのだとしたらやはり怖
いですね。その鏡はどこに消えてしまったのか。また次の犠牲者が出ない事を
祈りたいですね。文中の文字化けでしょうか？読めない箇所が幾つかあって、
そこが気になったのが少し残念です。

154 行き先は地獄。 超常現象好きの
ウィンチェス
ター

一般審査員G 18 16 15 10 18 77 怖いですけど、とても悲しいお話しでした。全体的に高得点なお話しでした
が、特に最後のオチに意外性を感じたのでその点も高得点としました。住職さ
んは大丈夫だろうと思っていた所の死…まさかの展開にゾッとしてしまいまし
た。やはりその鏡は強力な力があるとしか思えず、投稿者さんは本当に無事で
良かったですねど、きっと犠牲者は沢山いそうですし…色々と考えると本当に
怖いお話しだと思いました。時系列も色々と絡み合ってはいるものの、とても
読みやすく情景の伝わってくるお話しだったと思います。

154 行き先は地獄。 超常現象好きの
ウィンチェス
ター

一般審査員H 15 10 5 10 10 50 フラグを拾っちゃう若者に「あーあやっちゃってるよ…」と期待に膨らむ冒頭
が最高でした。今月の投稿の中で一番、対象物のエグ描写がされていたと思い
ます。母親なんで連絡先持ってんだよ！と定番の展開を入れてくれるのも最高
ですね。鏡、朱色、友人の死、手練の住職さんの死とシンプルな要素だけで、
ここまで盛り上がる内容に仕上げる事ができるんだ！と感嘆しました。途中文
字化けがあったので、もしストーリーの鍵だとするなら残念だな…と感じまし
た。GPが発表されてから、もう一度読もうと思います！

154 行き先は地獄。 超常現象好きの
ウィンチェス
ター

一般審査員I 14 12 12 12 11 61 拾ってきた鏡に魅入られて地獄に落ちるというお話でしたが、最初に鏡を拾っ
た友達のご先祖さまは彼を救ってくれなかったのかってちょっと悲しかったで
す。砂浜で鏡を見つけた時から友人は鏡に魅入られていたのかもしれないので
強く言っても同じ結果だったろうから正式には地獄に行くことはないのかなと
思いました

154 行き先は地獄。 超常現象好きの
ウィンチェス
ター

一般審査員J 15 16 15 13 16 75 地獄につながる手鏡に引き込まれる前に助けれてくれた話で、住職が亡くなっ
てしまうという後味が悪い話で、怖かった。
しかしながら、手鏡の由来や意味がわからないところで、なぜ、家族が助けて
くれたのかもきになる新しさがあった。

合計 158 144 133 126 145 706

No タイトル 投稿者 評価者 怖さ 鋭さ 新しさ ユーモアさ 意外さ 合計 書評
144 悲葬眼 夏川薫 一般審査員A 14 12 13 12 14 65 いろいろな因縁が絡んでいて面白い話でした。そして、なんでと思うことがた

くさんありましたね。葵さんが石田家に養子に出された理由。なんで紗耶と呼
ばれたのか。石田家からお爺さんのもとに預けられた理由。石田さんが覚悟を
決めて山神を抱きしめた理由。謎しか残らない話だったのが妙にリアリティを
感じましたね。たぶん、Sさんが何かをやったのかなって思うけど、でも、こ
こまで広がることがあるのかなって思いました。冒頭の父親の話が思い出す
きっかけだったって書いてあるけど、ここの話はいらないと個人的には感じて
います。

144 悲葬眼 夏川薫 一般審査員B 15 15 14 12 14 70 ひとつの会社の中で恨みから呪いにかかり、生き別れた姉弟と出会い、先輩と
は死に別れる。小さなフィールドでいろんなことが凝縮された話でした。最後
に爺さんが言っていた、主人公が山神の助けになってたっていうので、明確な
答えが考えても出てこないので教えて欲しいです。

144 悲葬眼 夏川薫 一般審査員C 16 15 14 14 15 74 ライトノベルの様に分かりやすい登場人物の紹介文から始まりそこからのス
ムーズな展開に思わず肩に力が入りながら一気に読み進めました。恐ろしい呪
いの力と後に判る真実　登場人物の見た目、性格やそこから繋がる行動理念も
明瞭ですんなりと物語に没入できました。ただ個人的にはややあっさりとした
展開に物足りなさも少しありました。もっと直接的ではなくじわじわ浸透する
類の呪いを見たかったです。ですが、物語の説得力と読ませる力は強かったで
す。

144 悲葬眼 夏川薫 一般審査員D 16 13 17 16 14 76 漫画をそのまま文章にしたような展開と構成だと思いました。所々人物の名前
が誤変換されている粗さはあるものの、勢いがある展開でスピード感がある話
だと思いました。「目が生えてくる」という状況が気味が悪すぎるし、想像す
るだけで精神的に追い詰められるのが容易に想像できます。「悲葬眼」という
設定は面白いと思いましたが、展開が全て都合良く運んでいくのと、台詞に
「」ではなく『』が使われていることや、24時間表記であれば「AM/PM」表記
は不要なことなど読んでいて気になってしまい後半は少々読みづらさが出てし
まい少々残念です。

144 悲葬眼 夏川薫 一般審査員E 15 10 18 15 10 68 悲葬眼のタイトルにものすごく惹かれました。食べ物に目が生えて見えたらと
想像するだけで気持ちが悪くて恐怖しかない。単なる呪いの話だけで終わら
ず、血の繋がりや絆も描かれていて読みごたえがありました。人はこんな些細
なことで恨まれ呪われるのかと悲しくなるけれど、最後は因果応報で呪いが
返ってくるんだと心が晴れました。

144 悲葬眼 夏川薫 一般審査員F 15 16 16 15 15 77 お話、非常に興味深く、面白く読ませていただきました。悲葬眼というテーマ
も、怪談ではなくはないですが、それほど多く扱われてもいないし、このお話
の中では単なる悲葬眼というものでもなく、もっと複雑に絡んだ呪詛から生ま
れた魔物のようなものだ、というのも捻りがあって良いな、と思いました。よ
く聞く怪談の中でも、オリジナルの呪物や呪詛の話を耳にする事があります
が、正式なやり方ではない分、質が悪いのかもしれませんね。お話の中に、お
婆さんやお爺さんが出て来た時点で、猛々さんではありませんが、『キター』
と思わず喜んでしまいました(笑)。内容的にも面白いし、怖さもあり、ユーモ
アさもあり、なかなかの力作だと思います。１つだけ、時間の表記で、PM17時
とかPM20時とありますが、その場合、PMは不要かと。若しくは、PMを使い
たいなら5時、や8時、にすればいいかと思います。

144 悲葬眼 夏川薫 一般審査員G 18 16 16 15 16 81 本当に凄い事があるもんなんですね！壮絶だなぁ…と思いながら読み進めまし
た。これ心霊系ドラマとかにもなりそうな位の内容ですよね！是非ドラマ化希
望！色々な事が複雑に絡み合ったお話しなのですが、とても読みやすく情景が
浮かんできてとても面白かったですちなみに私は悲葬眼という言葉は初めて聞
いたのですが、とても恐ろしいものなんですね。しかも今回のソレは更にバー
ジョンアップした様なものの様で…。非常興味深いお話しでしたので全体的な
評価は高く付けされてもらいました。あ、ガンジーさんが好きの件でクスッと
したので、ユーモアの点を高めにしました笑

144 悲葬眼 夏川薫 一般審査員H 5 5 5 10 15 40 タイトル勝ち。前半の眼がたくさん見える設定はとても良かったです。シンプ
ルに気持ち悪いし、今後の展開に期待を持つ素晴らしい演出になっていると思
います。クライマックスでSF要素を感じる展開だった点は好みが分かれそうで
す。煙のように消えた？取り込まれた？取り込んだ？ような展開は、面白いと
思ったのですが、ちょっと強引に感じました。消失させて、これ以上風呂敷を
広げない方が読み物としてスッキリするのかもしれませんが、うーん。おし
い！と思っちゃいました。

144 悲葬眼 夏川薫 一般審査員I 11 11 11 11 11 55 書いたはずが消えてしまってました。この話は好きではないです。途中名前が
間違っていたり、誰が発したかわからないセリフがああったり、他人の戸籍謄
本を委任状なく取って調べたりおかしなことが多かったからです。ただこの話
を読んで不思議なことがありました。書いたはずの書評が消えていたこともで
すが、話が閉じなかったりして。。。この話にはいろんな意味で関わりたくない
です

144 悲葬眼 夏川薫 一般審査員J 17 15 15 15 18 80 呪いを受けた本人が払うために二人も擬制するような強い恨みと最後に呪った
本人も返されたことにより亡くなるというシンプルな怖さが良かった。文章に
おいても読みやすくなっていたことも良かった。主人公と呪われた本人のつな
がりが最後の最後まで気になる形になっていたことも良かった。

合計 142 128 139 135 142 686

No タイトル 投稿者 評価者 怖さ 鋭さ 新しさ ユーモアさ 意外さ 合計 書評
153 音 中岡いち（ペン

ネーム）
一般審査員A 20 13 12 12 13 70 ある一家にまつわる因果の話。幽霊とかは出てこないけど、ストーリー構成が

しっかりしていていい話でしたね。祖母の代、母の代で何があったのか。自分
に聞こえる音の正体は何なのか。いろいろとちりばめられている謎が回収され
る展開はゲームみたいな感じで面白かったです。欲を言えば、本棚とかに眠っ
ていた日記を見て、祖母の代、母の代で何があったのかを主人公が知るという
展開ならばもっと良かったのかなって思いましたが、これはこれでも十分だと
思います。

153 音 中岡いち（ペン
ネーム）

一般審査員B 14 13 13 11 12 63 よく末代まで祟るみたいな話がありますが人が亡くなった時に全てのことが明
確にわかる様になると聞いたことがあります。だから、人を恨んで呪いをかけ
て亡くなると死んだ後に後悔したり懺悔したくなると思うんです。言いたいこ
とは死んだ後に自分にその呪いが返ってくるということです。できれば生きて
いるうちにその恨みを浄化させることができたらよかったですね。

153 音 中岡いち（ペン
ネーム）

一般審査員C 16 17 16 14 16 79 謂わゆる視える人、嗅ぐ人、対話する人と世の中には多く居ますが今回は聴く
にスポットを当てたお話。埃漂う座敷牢や昭和当時の時代背景も相待って思わ
ず咳き込みそうになりました。ハッキリと幽霊が視えている人の描写ももちろ
ん怖いですが、音による表現でここまで読む人を騒つかせるのはお見事でし
た。ただ文章としてはもっと読み手の事を意識して欲しかったです。時系列順
に書く、いっそはじめに登場人物を簡潔に紹介する形式にする等、組み立て方
を意識してみてはいかがですかね。後半にかける展開の鋭さは感じました。

153 音 中岡いち（ペン
ネーム）

一般審査員D 17 15 17 18 16 83 現在と過去を行ったり来たりしても世界観が一貫しており、とてもいい話を読
ませていただきました。旧家独特の閉鎖的な雰囲気と、病弱に生まれたという
だけで排除される不条理な環境から家族を恨み、呪いに発展するのは仕方のな
いことでもあり、とても哀しいと思いました。こうやって呪いが受け継がれて
いき、最終的に家が没落してもユキさんの心は満たされることはないのだろう
と思うととてもやるせなくなりました。怪談でもあり、ある家族の哀しい記録
を垣間見てしまったような切ない気持ちになるお話でした。

153 音 中岡いち（ペン
ネーム）

一般審査員E 15 15 15 10 15 70 読み応えがありました。時代を遡る展開でも違和感無く読めました。何代も続
く呪いと娘の命と引き換えに自分の命を差し出す母の愛。病の為にすべてを
失って恨むユキさんの気持ちも子供を守りたいフミさん、ヨリさんの両方の気
持ちが分かって辛い重いお話でした。望んだ訳では無いと言いつつも真美子さ
んの選択も頷けました。

153 音 中岡いち（ペン
ネーム）

一般審査員F 14 14 13 13 14 68 何とも切なく、重苦しさを感じるお話でした。代々受け継がれる呪い…。人の
想いが呪いを作り出す。それは、実際その通りだと思う。ユキは親が決めた相
手とはいえ、本当に佐一郎の事が好きだったのでしょうね。佐一郎の方も、結
果的に妹のフミと一緒になった訳だけれど、ユキに対しての何かしらの想いは
あったのかもしれない。ユキのどうして私ばかり…という気持ちはわからなく
はない。時代とはいえ、非常に悲しく辛い扱いだ。同じような母と娘の魂を入
れ換える、という繰り返しが続いてきた呪い。真美子は子供を宿すことなく人
生を送ってきたが、ここで終わる事はないのだろうか…。最後の『終わらない
よ……私の呪いは終わらない……』という言葉が重く響く。

153 音 中岡いち（ペン
ネーム）

一般審査員G 16 18 16 10 16 76 おどろおどろしい怖さというよりはじわじわと感じる怖さ。そして話しの展
開、時代背景、登場人物が様々ですが、きちんと纏められていて超大作の小説
の様な読み応えだったと思います。ずっと続いてる呪いの様なもの。それにと
らわれている投稿者さんを考えると本当にお辛いだろうなぁと思い、命を繋ぐ
事について色々と考えさせられました。きっとこれは逃れられない事の様です
し、この先の事を考えるともっと怖いですよね…これだけのお話を上手に長編
にしてくれた事に感謝すら覚えました！

153 音 中岡いち（ペン
ネーム）

一般審査員H 5 5 5 10 5 30 人を心地良くさせる音があるように、不快で重く、重すぎる音がある事を改め
て考えさせれた怪談。言葉遣い、丁寧な描写どれも品があって独特の雰囲気を
感じました。望んで病気になった訳では無いのに、病気がきっかけでつらい人
生を歩んでしまった女性の怨念が…という因習怪談ではあるのですが、よくあ
る設定がゆえに、もうちょっぴりだけ新しさが欲しかった印象です。終始しっ
ぽりした雰囲気で、好きな人には刺さるのでは？と感じました。勢いがある怪
談に比べてGPでは不利な温度感の怪談だったかもしれません。あたらしさや、
意外性があればもっと良かったなと感じました。

153 音 中岡いち（ペン
ネーム）

一般審査員I 13 12 12 11 13 61 文章中に出てくる昭和〇年と文章中に出てくるその時代の背景がまったく合わ
なくちゃんと知って書いて欲しかった。昭和50年代以降そんな感じではなかっ
たし。。。もしどこかに発表するならそんなところは書き直して欲しいです。お
話自体は切ないなと思いました。文章も読みやすくてよかったです。血筋がた
えることで呪いも終わるといいなと思いました

153 音 中岡いち（ペン
ネーム）

一般審査員J 17 15 15 13 15 75 解くことができない一族の呪いで、後味が非常に悪い話でとても怖かった。
原因がわかりにくい気もしたので、もう少しわかりやすいと良かったと思う。
魂の入れ替えがどうなったのかもわからなかったところに新しさがあった。

合計 147 137 134 122 135 675

No タイトル 投稿者 評価者 怖さ 鋭さ 新しさ ユーモアさ 意外さ 合計 書評
151 地獄、大蔵川、地獄 大木蓮 一般審査員A 15 14 12 10 11 62 いろいろと考えさせられる話ですね。高校生の時に電車の飛び込みを防止した

のは良いけど、防止された人はその後自宅で亡くなった。そして、探偵家業を
生業にしていた時に亡くなった夫妻が幽霊となってやってきたのかなって思い
ました。人助けが良いことなのは間違いないと思うけど、必ずしもそれは人の
ためにはならない。じゃあ、どうすればよかったんだって言いたいですね。ビ
デオテープのシーンは映像化したら怖そうだなって思いました。

151 地獄、大蔵川、地獄 大木蓮 一般審査員B 14 13 14 12 12 65 男の子なら、一度は探偵に憧れますが実際は地味な作業の繰り返しだと聞きま
すが、ビデオを見て欲しいみたいな案件も実際にあるんでしょうかね。その夫
婦は死んでからビデオを持って来たということなのか、自分たちの未来が映り
込んだビデオを見せに来たのかわかりませんが、この探偵の方が嘘をついてい
るとして、本当は撮影者が探偵本人で夫婦に首を吊らせた後に家の中を撮影し
た映像だったみたいなオチも考えてしまいました。

151 地獄、大蔵川、地獄 大木蓮 一般審査員C 16 16 17 15 17 81 釘を刺すそれも暗く重く深々と突き刺さる呪いの釘。タイトルも成る程と納得
の一本。この世を生き続ける事が地獄なのか？あの時、助けた事が本当に正し
かったのか？自分が咄嗟にとった行動が後に自分自身を悩ませる、誰にでも些
細なきっかけ一つで起こり得る、リアルな怖さがありました。ビデオの音量も
大小関係無いようで、脳内に直接有無を言わせず聴かされる執念も感じまし
た。ただもう一つ自分としては生々しいまでの悍ましい描写が欲しかったで
す。もっと斬り込んじゃって下さい。

151 地獄、大蔵川、地獄 大木蓮 一般審査員D 18 17 18 16 18 87 臨場感あふれる文章力に一気に引き込まれてしまいました。まるで自分がその
場にいて匂いまで感じられそうなくらい情景描写が素晴らしいと思いました。
怪異はどこから起きていたのか、と読み終わってからもう一度読み返してみた
くなってしまうような展開。最終的にタイトルの伏線をすべて回収しても後味
が悪く、人に恨みを買うことの理不尽さを思い知らされるお話でした。

151 地獄、大蔵川、地獄 大木蓮 一般審査員E 10 10 15 10 10 55 「地獄、大蔵川、地獄」のタイトルと内容が期待していたのとは違った印象で
した。前半、田所がなぜしどろもどろなのかもよく分かりませんでした。ビデ
オを観て検証する部分の描写が頭に入って来なくて何回か読み直しました。あ
の状況なら誰でも助けると思いますし、人を助けて恨まれるなんて理不尽でし
かったです。

151 地獄、大蔵川、地獄 大木蓮 一般審査員F 13 12 14 13 14 66 人との因果…。まさに、冒頭にあるように、それを深く考えさせられるような
何とも不思議な読了感を覚えるお話でした。正直、怖さとしてはそれ程感じな
かったのですが、結局、ビデオを観て欲しい、と依頼してきた夫婦が実は亡く
なっていて、その奥さんを話を聞かせてくれた田所さんが過去に助けていた、
というところで意外性が上がりました。実際、小さな親切大きなお世話、とい
う言葉があるように、こちらとしてはいい事をした、と思っていても、相手側
にしてみたら、余計なお世話だ、と思われる事って案外あると思う。それが思
いもよらない大きな恨みを買うようなものだとしたら…。考えると怖くなりま
すね。

151 地獄、大蔵川、地獄 大木蓮 一般審査員G 18 18 15 10 15 76 色々と考えてしまうお話しですね…まさかそんなに前から繋がっていた話しと
は。人助けと思ってした事が結果、当人達にとって本当の意味では助けた事に
はなっていなかった⁈やりきれないですね…。怖さの中にも深いものがあり、
その辺を考慮して怖さや鋭さの観点は高得点としています。聞いた話しではあ
るのですが、お話しの中にライブ感があり、その辺も生々しくて読んでいて引
き込まれた所です。その方が話される“間”も、読んでる私が擬似体験してる様
な緊張感も感じられましたし、非常に面白いお話しでした。

151 地獄、大蔵川、地獄 大木蓮 一般審査員H 5 5 5 10 5 30 なんとも言えない終始気持ち悪い内容に感じました。田所（仮名）さんの視点
が浅いため気持ち悪い雰囲気になっているのですが、抽象的になってしまい
ちょっと情報量が多すぎる印象を持ちました。恐怖を感じるポイントがいくつ
もあったのですが、そのポイント同士が上手く結びつかず、抑揚がつかみにく
い構成に感じました。めちゃくちゃ良いんですが、わかりやすい恐怖が入って
いるともっと魅力的な怪談になっていたと思います。

151 地獄、大蔵川、地獄 大木蓮 一般審査員I 15 13 13 11 13 65 夫婦が幽霊だろうとは思ったんです。読み始めの時。読み進めていく時に子供
部屋ってあったから子供の霊かなとか思ったのにやっぱり夫婦の霊だとは。し
かも逆恨み笑。便利屋さんは人助けだと思うし、ホームから落ちそうな人は当
然助けるだろうし、なにも悪くないのに釘を刺されたという考えに至るのは違
うかと。。。怖いところは特になかったですがおと味が悪いお話でした

151 地獄、大蔵川、地獄 大木蓮 一般審査員J 15 16 16 14 15 76 探偵目線での非常に面白い話であったとともに依頼者の御夫婦の切ない話を感
じさせつつ、謎解き風に怖さも同時に感じさせる新しさとユーモアさがあった
ところが良かった

合計 139 134 139 121 130 663



No タイトル 投稿者 評価者 怖さ 鋭さ 新しさ ユーモアさ 意外さ 合計 書評
143 黒い人 まーたん 一般審査員A 12 14 12 13 12 63 黒い人は何者だったんだ。妹が見えていたのはなくなる日が近づいていたから

なのか。それともたまたま見えてしまったから連れ去られたのか。黒い人が自
宅にやってきて、主人公の目の前に現れるのはいやですね。日記にみきちゃん
と喧嘩したという記述があったけど、みきちゃんには黒い人が見えていなかっ
た。だから、妹が一人で話していると思ったんだろうな。「お前じゃない」
じゃあ、黒い人は誰を探しているんだろうか。オーソドックスな話でしたけ
ど、十分怖い話だなって思いました。

143 黒い人 まーたん 一般審査員B 14 13 14 12 12 65 黒い人という題名で死神かなとは思っていましたが子供が対象だと会話をする
んですね。私の中では宇宙人も死神も実は同じではないのかなと感じていま
す。最後に姉の前に現れたのは妹が友達の家によっていたから、家の方に探し
に来たというオチでしたが対象者ではない姉にもその姿を見せたのはちょっと
変だなと感じてしまいました。

143 黒い人 まーたん 一般審査員C 17 16 15 15 15 78 基本はお兄さんの視点で進行していき、妹の日誌と文章の書き分けや自然な改
行と情景描写が上手く読んでいて心地良かったです。そんな文章だからこそ異
質な存在黒い人がより際立ち、恐怖がストレートに届きました。明るい日常と
真っ黒な怪異この対比が何よりの恐怖でした。そして後半の伏線回収と鋭さも
十分。

143 黒い人 まーたん 一般審査員D 18 16 15 16 15 80 まず「黒い人」を自ら体験し、妹の日記を読んで追体験をするという二段構造
になっていて引き込まれてしまいました。恐らくこういう展開が待っているか
ら結末を見てはいけないような気持ちになりつつ、読むのを止められませんで
した。そういうものに不条理に選ばれてしまう幼い子どもの話は読んでいて辛
いです。とても怖いと思いました。とてもシンプルな文章ですが、分かりやす
くとてもいいテンポで最後まで楽しませていただきました。

143 黒い人 まーたん 一般審査員E 10 5 5 10 5 35 妹の日記で死神かな？と先が読めてしまいました。ずっと通学路で会っていた
黒い人がなぜ家に来たのか？時系列的に妹が亡くなった後に家に来ているよう
に読み取れたので、細かい違和感を払拭できる文章が欲しかったです。最後の
「お前じゃない」での終わり方は、最初に言われていたのを最後に思い出す怪
談の良くあるパターンで、物足りなさを感じてしまいました。

143 黒い人 まーたん 一般審査員F 13 13 14 13 14 67 これは所謂〝死神〟と呼ばれる存在のお話なのでしょうけれど、黒いお兄さ
ん、一週間前から見えるんですね。お姉ちゃんである〝私〟から物語が始ま
り、結果亡くなったのは妹さんだった訳だけれど、家族が突然亡くなるのは悲
しい事ですね。表面的には原因不明とされる人の死には、実は黒い人が関わっ
ていたり連れて行かれたりするのかもしれないですね。妹さんと黒いお兄さん
との会話のやりとりが切ないですね。最後の「お前じゃない」という黒いお兄
さんの科白は、最初から妹さんと違う事をわかってて言った科白だったのです
かね？もし、わざとじゃなければ、ここへきて間違える事もないような気がす
るので。そうでないなら、違和感を感じてしまうので、その辺りもう一捻りあ
ると良かったかな、と思います。

143 黒い人 まーたん 一般審査員G 20 18 18 10 16 82 怖い、怖すぎる…怖さの評価は満点です。情景描写や特に後半の妹さんの日記
の描写が非常にリアルで、またその時の様子が見える様だったので、引き込ま
れて完読する事ができました。非常に秀逸なお話しだったと思います。しかし
怖いだけでなく、妹さんの死から感じ取れる、やるせない気持ちや悲しい気持
ち。そして日記の無邪気さが更に悲しくさせるお話しだったと思います。黒い
者は何だったのか？なぜ妹さんが亡くならなければいけなかったのか?!色々と
考えてしまいます。そして良い意味での後味の悪さが更にこのお話しに深みを
加えたのではないでしょうか。

143 黒い人 まーたん 一般審査員H 10 5 5 10 10 40 日常生活の描写がしっかり書かれていたので、非日常の展開になってから、め
ちゃくちゃ怖さを感じました。温度を上げて下げる。の緩急のつけ方が本当に
上手な内容になっていたと思います。冒頭に配置したフラグを、きっちしり終
盤でで回収してあったので、ぬるっとした恐怖なのに爽快な読了感を感じれま
した。結局「何」だったのか分からない。という胃もたれエンドも最高です。
スッキリさせる文章を書ける方だからこそ、逆のモヤモヤにさせる方法が素晴
らしいのかな！と思いました。

143 黒い人 まーたん 一般審査員I 18 12 12 11 11 64 怖いのは話ではなく、私の息子が亡くなったという事実と重ねっちゃたから
だ。あの子にも黒い人が見えたりしたのかなとか思ってしまったから。死神さ
んも子供を連れて行くのはやっぱり辛いのかなって思いました。

143 黒い人 まーたん 一般審査員J 15 15 15 15 15 75 死神を思わせる黒い人が悲しいかをしながらも仕事をしないといけず、妹を連
れて行く事になったということが妹の日記からわかるという話に非常に怖さが
あった。
また、主人公は、その黒い人と遭遇していたというところも非常に怖かった。
妹がなぜ連れて行かれなければ。ならなかったのかわからないまま終わらせる
という意外な点とユーモアさがよかった

合計 147 127 125 125 125 649

No タイトル 投稿者 評価者 怖さ 鋭さ 新しさ ユーモアさ 意外さ 合計 書評
146 代償 一般審査員A 11 13 12 12 12 60 子供を助けたことが引き金となり、筆者の友達が悲惨な運命を辿る結果になっ

てしまう。因縁めいた話だなと思いましたが、助けた友達が結婚した相手は助
けた子供の母親という展開は予想外でしたね。そして、お友達の生死はどう
なっているのかが気になりますね。いろいろと謎が残っており、怖い要素も
あったので平均的な点数にしています。

146 代償 一般審査員B 14 12 13 14 13 66 池で男の子を助けてから、たたられる様になって徐々に蝕まれていく感じはあ
るあるなんですが、Aさんが半身不随の状態で結婚しており、隣人の名前と同
じ嫁、子供でってなってくると、強引な感じがしてきて挙げ句の果てに電話番
号知らんのに電話してて、その記憶もよくわからんくなってきてるのはちょっ
ともったいない感じがしました。

146 代償 一般審査員C 15 17 15 14 14 75 淡々とした文章運びと起こってしまった事象との落差が大きく良かったです。
付き纏う負の連鎖から逃れる事は出来ず。はっきりとした幽霊が出た描写は無
かったのですが、人がバタバタっと亡くなるのが有無を言わせぬ緊張感もあり
不気味で鋭さもありました。もう一つ凝った展開があったら新しさや意外さも
加点していました。腕切断の描写はその人物目線とかで語ってほしかった。

146 代償 一般審査員D 16 13 17 17 15 78 ある家にまつわる因縁に巻き込まれてしまう話は後味が悪く、気分が悪くなり
ます。隣家に住む主人公だけでなく、滝の存在さえ知らなかった友人まで巻き
込む程の念の強さはどこから来ているのか知りたいような知りたくないような
…こうして興味をもってしまっている時点で、何らかの力が働いているような
気がしてぞくぞくしました。Aさんの「年上の嫁さん」は本当に生きている人
なのか、もしかしたらY子さんなのでは…？と考えるとここで因縁は一度断た
れているような、主人公をまだ狙っているような気がして不気味な話だと思い
ました。

146 代償 一般審査員E 5 5 10 5 5 30 因縁が複雑過ぎてわかりずらいです。「〇〇サンチノタキ」か「隣家の因縁」
のどちらかに焦点を合わせた方がいいと思いました。 最後の終わらせ方も無理
矢理な感じがしました。A君が怪我と病気をした時に執拗に首？頭？とミヤカ
ツが聞いているのにも理由が分かりませんでした。また文章の書き方が非常に
読みに難かったです。

146 代償 一般審査員F 13 12 13 14 14 66 本来、亡くなるはずだった人を助けた事で、助けた人に災いが降りかかる、と
いう事はあるのだろうか。助けた代償として、もし代わりに命を落とさなけれ
ばならないとしたら、それはあまりに理不尽ですよね。Aさんとは連絡が取れ
ないけれど、聞いている限りは生きてはいるようなので、そこはホッとするけ
れど、それでも腕を失いかけたり、頭を打ったかで後遺症がある、というのだ
から、やはり心配になりますね。ミヤカツさんとAが見た異形の物の話は、ミ
ヤカツさんは他の人に話した事はないと言うけれど、Bはしょっちゅう話して
いた、と言う。その矛盾はなぜ起きたのか？結局、BはAから直接連絡を貰って
話を聞いた、と思っていたけれど、連絡先を知らないはずなのに連絡があった
という事は、それはAではない。じゃあ、誰だ…？というところで怖さと共に
ユーモアさも感じます。途中、Aの科白で、まじでそれだけ？の後に…そうや
…別によかばってん、と続いていますが、そこはAじゃなくミヤカツさんの科
白で合ってますか？科白の書き分けが出来ていないと混乱してしまうので、そ
こは気を付けた方がいいと思います。

146 代償 一般審査員G 16 16 16 10 15 73 迫り来る怖さというよりは、色々と考えさせられる怪談だなぁと思いました。
又方言での会話がよりリアリティが増してお話しに深みが出たかなぁと思いま
した。また末文の不思議さ?!曖昧な、そして色々と考察が出来る様な着地がま
た面白いなぁと。しかし人を助けた代償にしては酷いですよね…そしてその
滝、水の中にいる?!何かとは?!色々と謎めいていて考察のしがいはあります
ね。きっとそこでは色々と怪異な事があったのかもしれませんね…滝や水辺で
の怪談は数々ありますが、その中でも秀逸なお話しだったのではないでしょう
か。

146 代償 一般審査員H 10 10 10 15 10 55 胃が重くなるような気持ち悪さの連鎖がいい。さらに方言がいいですね。邦画
のようなセリフの繋がりに情景が自然に浮かんできました。主な登場人物２人
は何もしていないのに、どんどん闇に陰に引き込まれていく。まさに冒頭の底
なし池を回収いていく展開がたまりませんでした。私の読み解く実力不足だと
思いますが、真ん中のフラグを真ん中で回収していく印象を持ちました。あー
この事かー…とせっかくのフラグが軽く感じてしまいました。

146 代償 一般審査員I 11 11 10 10 10 52 どこの方言なんでしょう。もし福岡県を想定してるなら方言がだいぶおかしく
て話が入ってこなくて。。。飛ばし読みしてしまいました。怖くはなかったので
すが不思議ではありました。Aは。。。って感じでした最後。

146 代償 一般審査員J 18 15 16 15 18 82 とある家の因果応報を代わりに受けることになった主人公の友人が遭ってしま
う不幸とその後におきたAの家族の名前が符合することが非常に怖かった。更
にその話をBは誰から聞いたのかがわからないという気持ち悪さが残るところ
も良かった

合計 129 124 132 126 126 637
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